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安定運転の条件は, 適時・適地・適車として示される｡ この三項目の中で, とくに物流
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情報は, 自動的に更新される｡ また, 複数の車両の集中管理も, 容易にかつ効果的に実施可能
である｡
これらのシステムが三者のコミュニケーションを円滑にし, 信頼関係を深めることに役立つ
ことはいうまでもない｡ ただし, これらのシステムは, あくまでもツールである｡ 三者がそれ
ぞれ主体的に関与していくことが肝要である｡
 施設系













ができる｡ これにより, 集荷先, 配送先である顧客に対して, 積荷情報の配信, リードタイム
の短縮, 在庫削減などの情報提供を容易に行う｡
次世代物流の新展開




































ここに示された項目の中で, () の新燃料 (たとえばバイオ・ディーゼル燃料など) の本格




ての考察は重複となるので割愛する｡ () から () は, 次節において詳細に論述することとす
る｡
 物流とグリーン物流










システム) である｡ の基本は, トラックの運転状況を管理して, 省エネ運転を実施する
ことであり, これを具体化するのが機器である｡
機器は, 車速やエンジン回転数, 走行距離などのデータを収集・分析して, 省燃費運
転について実際的なアドバイスを行う｡ その機能をふまえて, 運転している間に, 常に安全を
サポートする機器が効果を発揮する｡
たとえば, 速度超過をすると, 音声等で運転者にアドバイスを行う｡ オフィスにおいてもリ
アルタイムで状況把握が可能なので, 安全運転の管理と指導ができる｡ したがって, () に示
した物流に伴う走行合理化と環境対策を実施できる｡
機器の進化は, 安定運転についても貢献する｡ 安定運転の条件は適時・適地・適車で
あるが, 物流で問われるのは, 輸送時間とタイミングの適時である｡ この適時は, で
リアルタイムで車両位置の確認ができる機器を用いれば, 状況の変化に即応した運行指示が行






















全である｡ 一方, 温暖化社会に求められるのは, 既成概念を打破する革新であり, 具体策とし











着したユニットが, 車両制御コンピュータなどから, 走行関連情報を読み取り, これを記録・
蓄積してユーザーに提供することによって機能する｡ 提供するレポートの内容には, 燃費・走
行診断に加えて, , , の排出量まで示されるので, 環境データとして活用でき





供される情報内容は, , , 排出量, 燃費, 位置情報, 運転操作情報などである｡
運送業者が荷主とネットワークで結ばれ, この情報を共有することによって, トラックの環













機器, 運行診断システムについては, すでに述べているので説明を省略し, ま
だ述べていない	とについて取り上げることにする｡
	は, 運行診断システムと
につながっているが, これは次世代ネットワーク ( 
	!"!#) の略号である｡ また, 
機器とテレマティクスにつながるは
バイオ・ディーゼル燃料 () の略号である｡
















内容の全体像を示すことができた｡ ただし, この問題解決策は現時点のものである｡ 今後, 
の進化に伴う考察の追加がなされていかなければならないことはいうまでもない｡
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